
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「図書館だより」を担当して 

 

閲覧係 近藤倫史 

 

 図書館だよりを担当させていただき、はや２年の歳月が過ぎました。 

 学生の皆さんに少しでも図書館を分かってもらえるような紙面づくりをしようと知恵を絞ってきまし

たが、思うのと実行するのとでは遥かな隔たりがあることを実感せずにはいられません。ただ記事を書け

ばいいというものではなく、レイアウトや字体、行間、そして限りある紙面をどう使うか。真っ白なＢ４

の紙を相手にすることは、悩ましくもやりがいのある作業でした。 

 図書館だよりは、「図書館」という動かざる存在の、外へ向けての窓口の一つです。何が起きているの

か、何があるのか、どうなっていくのか。そして図書館にどう興味を持ってもらうか。それらをアピール

し、広報するのが図書館だよりの役割です。 

 そうは言っても、毎月順調というはずもなく、伝えるべきことが多すぎてどれを省いていいのか悩んだ

り、なるべくわかりやすく書いたつもりが結果的に難解になってしまったりと、試行錯誤の連続です。 

 書く内容に困ったとき、データベース紹介のための承認を得ようと連絡していた出版社の方がアイデア

をくれたりと、色々思い出深い事もありました。図書館には膨大な数の文献やデータベースが存在します

が、ただの紹介記事にならないよう、少しでも分かりやすい記事になるように全力で取り組んできたつも

りです。 

 また、「よりよい広報とは何か」という問題についても考えさせられました。書き手が書いて満足する

内容の記事は広報になりません。読み手に期待と興味を与えられるような内容の記事を書くように、自分

を戒めていかなければならないと思っています。 

 図書館の顔の一つという重責を担うことができたのかどうか。それは読んでいる方々の感想に委ねるほ

かはありませんが、この２年間の制作で今まで全く興味のなかった分野の出来事や資料に触れて、本当に

多くのものを得ることができました。 

 巻頭言の執筆依頼など教員の方々や学生の皆さんにもご協力いただき、また実際の校正作業についても

事務室をはじめ、たくさんの方々に支えていただきました。この場を借りてお礼申しあげます。 

 来年度より図書館だよりは紙面を刷新し、今までの良いところも残しつつも、もっと読みやすく、もっ

と便利な図書館だよりになるように再スタートします。 

 まだまだ至らぬ身ではありますが、今後もより良い内容で皆様のお手元に届けられるよう、日々邁進し

ていきたいと思います。 
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図図書書館館ここのの１１年年 

本年度は引き続き夜間の開館を継続し、研究・教育と学習活動の支援、利用者のためのガイダンスや各種講

習会、月例の企画展、シラバスルームの常設などおおむね好評を得ることができました。 

特筆すべきことは城西大学機関リポジトリ構築・稼働のための準備がほぼ整ったことです。関係業者との交

渉を進めながら、準備委員の先生方に熱心なご討議をいただきました。学内規程の成立を待って、稼働の日が

近づいています。 

館内システムのバージョンアップもありました。ＯＰＡＣ端末やＨＰが刷新され、より使いやすくなりました。そ

の成果として7月28日には入館者数2,699名を記録。これは開館以来の記録でした。 

地域社会に対し従前より一般市民への開放をしていますが、今年度は坂戸市のほか 5 市町図書館との連携

強化を図って協議を重ね、いくつかの共同事業をすることになりました。高麗祭時の本館と6市町立図書館共催

の公開講演会はその一つでした。また、「図書館と県民のつどい・埼玉」に参加。国勢調査に関する貴重資料を

展示公開しました。 

ホームページの館長メッセージで約束された、留学生の日本および日本人を深く知るための外国語訳本を

備えた「留学生支援図書コーナー」が開設されました。さらに 4 月の開学記念日に向けて「建学の精神に基づく

人間力涵養コーナー」の設置準備がすすめられています。 

全学対象アンケートには 1,732 名の方から回答がありました。集計・分析の上、一層の充実に向けて活用い

たします。 

２００９年度統計 

学部 
ガイダンス参加人数 学部別入館者数 

（２０１０年１月３１日現在） 人数 コマ数 前年度累計人数 前年度比 

経済学部 359 23 340 105.5％ 37,327 
現代政策学部 362 24 310 116.7％ 25,551 
経営学部 976 37 531 183.8％ 38,411 
理学部 255 10 117 217.9％ 16,758 
薬学部 482 9 457 102.4％ 73,459 
短期大学 41 4 55 74.5％ 2,213 
学年別合計 2,475 107 1,810 135.9％ 193,719 

 

■時事風刺漫画コレクションを購入しました。 

近代漫画の先駆者である北沢楽天の時事新報３１部を購入しました。当時の世

相を反映したカラー刷りの貴重な資料です。貴重書庫に保管されますので、閲覧

希望はカウンターへお申し込みください。 

 

■ハンガリー共和国ショーヨム・ラースロー大統領より 

ハンガリー語の図書とＤＶＤをご寄贈いただきました。 

ハンガリー共和国のショーヨム・ラースロー大統領よりハ

ンガリー語の辞書・美術書・小説・映画などの資料を多数ご

寄贈いただきました。２００９年１２月、ハンガリー大統領が

本学紀尾井町キャンパスに来学されたことを機に寄贈され

たものです。 

ご寄贈いただいた資料は、間もなく公開いたします。 



 

SUCRA(さくら: Saitama United Cyber Repository of Academic Resources)は、埼玉県内の大学等の研究機関で生産さ

れた学術成果を収集・蓄積・保存し、インターネットを通じて無償で世界へ発信するシステムです。SUCRA のようなシ

ステムは、機関リポジトリ（Institutional Repository）と呼ばれており、アメリカ・イギリスをはじめとする世界各国で構築

が進んでいるほか、国内でも 100 以上がすでに公開され、その数は増えています。城西大学でもその試みは進めら

れており、近日中には城西大学独自の機関リポジトリが公開される予定です。 

 

ＳＵＣＲＡへ実際にアクセス 

 例として城西大学の論文にアクセスしてみます。 

 

まずはＳＵＣＲＡの左側にあるインデックスツリーから 

「城西大学」を選びます。 

 

著者名や関連分野のキーワード入力で、全参加機関 

から検索することもできます。 

     

  中央部分に各学部の一覧が出てくるので、読みたい学部をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  論文の書誌情報が表示されるので読みたい論文に間違いがなければダウンロードします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著者や出典等のリストが出てくる

のでタイトルをクリックします。 

本学の論文では城西大学の各学部研究紀要を

はじめ、各センターの紀要、発行物、『国際文化

研究所紀要』や『The Josai journal of business 

administration』、『女性学講座：女たちが読む「源

氏物語」』（ポスター）」などを閲覧することがで

きます 

「Ｄｏｗｎｌｏａｄ」を選択すれば、該当する論文を

ＰＤＦで閲覧することができます 
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春春季季貸貸出出期期間間・・開開館館時時間間ののおお知知ららせせ  

☆ただいま春季長期貸出期間中です。図書の返却期限は４月8日になります。 

卒業見込生の返却日は3 月 10 日までです。 
お忘れのないようよろしくお願いします。 

間に合わない場合は郵送での返却も受け付けています。 

☆春休み中も通常通り、平日は21時まで開館しています。 

☆３月２２日は卒業式のため、振替えで３月２１日が休館日となります 

 

 

留学生向け図書として、日本でも著名な書籍の

英訳・中国語訳資料などを多数配架しました。 

配架場所は 22 階階視視聴聴覚覚室室前前のの文文庫庫本本ココーーナナーーに

なります。 

留学生の方はもちろん、外国語の書籍に興味ある

方も是非ご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［江戸川乱歩全集］［村上春樹全集］［吉本ばなな：台所

（原題：キッチン）］など多数配架しています。 

 

 
 今月の展示は「桜」をテーマにお送りします。 

 桜といえば春の花、出会いと門出の花。私たちがいちばん身近に接することの多い「ソメイヨシノ」。種か

ら植えて育ったものではなく、全てが接木や挿木によって広まったものである、などの逸話が数多くあります。 

 身近にあるだけにさまざまな物語のある「サクラ」。今回は植物学にだけでなく文化学的側面にも踏み込ん

だ内容の資料を展示しています。 

 ぜひ手にとって、間近に迫る春に思いを馳せてみてください。 

留学生支援図書コーナー

ー 

2階配架位置 


